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数年前に.物性論グループのサブグループとして登録された頃の構成メソJt

-紘.教授 2 ,助教授 2 ,DClでかな りの人数でしたが.庄司一郎氏は工学

部に移 られ.助教授の方々 (関谷全氏 ,納繁男氏)はそれぞれ教授に昇任 .D

cの都築俊夫氏は昨年卒業して京大助手に就任 ,一棟正和氏 (DC1)も工学

部助手に就磯し今年は大分ひっそり.していますo現在統計力学の研究メンバー

としては.昨年度か ら気体の輸送理論で協力していただいている渡部陽一氏 と

私の二名だIUになってい､ますo この他,コロキュームに原子核多体問題の山崎健

一郎氏 ,工学部の一棟氏に客員格で参加 してもらっていますo以上のようなわ

けで､ 研究室の額赤はかな り個人の研究a)面が多 くな りますが御容赦願いたい

と思います｡

今迄手がけてきた研究題 目をあげると､.iii'-ズ気体 ,液佐- ツタム･,電子寅

体 ,超伝導 ,気体プラズマ等.多岐にわたっていますが､いずれも2体力相互

作用の系についで密度行列の運動方程式の解が比較的簡単にな畠という点で共

通してお り.それぞれの分野で関連した問題をひろいだしているということに

な りますo

われわれの年代は 1953年の京都の国際学会で非常に大 きい影響を受けた

と思いますが､ 12年たった今でも.研究の大部分が当時の研究から発展した

もめや.その換封につなが りのあるということを否定すること.はできません0

19.5等年は. この学会があった年であると共にi 金属電子論に画期的な貢献

を_した.Bobm と Pinesの 論文 の で た 年 で も あ ります o これに端を発し

た電子多体問題の絵仕上酌 ま､ SalVada,BmeCkner等により1957年に

-応完了しましたO ついでNakajima,Bardeen,Pinesの電子格子相互廃

用の理論が基礎になって. Cooperの超電気電導理論が生まれました｡

1953年を境にして金属電子の多体問題がBo旭トPines-SaWada-Brue血 er

の流れ と. Bardeen⊥Nakajim乱-Pine占-cooper⊥schrieff3rの流れに別れ

たのは注 目すべきことだ･と思いますorわれわれの研究 も自然にこらの流れにわ
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かれ.前者に沿うものは金属電子か らプラ女マ理論へ (西山 ,渡部).後者は

ギンツプルク ･ランダウ理論a)改野 (都築 ,西山)へ進んだわけですO方 法も

密度行列か らグ 9- ソ関数の方法へ変ってきましたo

ポーズ気休の方でも. ユ953年にはFeym zm の理論がでて.長年わ懸案で

あったLandauの量子流路理論の基礎づけが行われましたQそれまでにラング

ク理論の基礎 づげは､Bogolyubov(1947)がJ.Phys釘.S.S.巧 でやって

いたわけですが.当時はソ連a)論文の入手がむつかしく､かな り後 (1952年

頃)に.はじめて読んだのですが.それは運動量空間の原点にある粒子数を基

礎に.おくものであるのに対し.Feymanrのものは空間的平均密度を基礎におく

点です ぐれています G と九は密度行列の方法と多 くの共通点をも′っていること

がわか りますCわれわれ も集団記述の方法でBogolyubov理論と密度行列の方

法n相違についてしらぺてきましたが-さらに実際の原子間ポテンVヤルを用

いた計算や､非線型項 ,特にロトン ･フォノン散乱に対応した問題は残･されい

ると思います｡液体- ツタムの乱涜理論等も面白いでしょう. しかしヘ リクム

の問題としては相転移が一番面白そうなので､京大や阪大の鞄の研究室の方々

の卸教示を仰ぎたいと存しています｡L
以前は物性論研究にずい分お世話になってお りましたが.たまたま今回の阪

大研究室紹介の一部に加え写せていただけたことを感謝していますO

(西 山 敬 三 記)

斉 藤 研 究 室

我々のグループは約 1Q年取すり.半導体a)歎射線損傷の問題にとりくみ.

現在までひきつづいてこの研究を続けてまい りましたO

構成員は.斉藤晴男 ,平田光児 ,福岡登 ,平田雅子 (D.C.)で..このほかに

M.C.一名と他に一名お りますO

研究テ｢マは.最初の数年問は n型 GeのCo隼 .I,線による虫歯のAnnea3ing
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